
最
近
弘
前
の
幕
末
の
豪
商
金
木
屋
又
三
郎
の
日
記
が
弘
前
市
立
図
書
館
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
全
文
の
解
読
が
終
了
し
た
。

著
者
は
、
主
と
し
て
解
読
の
業
務
に
当
た
ら
れ
た
弘
前
古
文
書
解
読
会
会
長
の
花
田
要
一
氏
か
ら
格
別
の
御
配
盧
を
頂
き
史
料
の
提
供
を
受

出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
可
Ｌ
）
ｆ
ｊ
（
５
）

著
者
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
以
来
、
津
軽
地
方
の
疫
癌
史
研
究
の
一
端
と
し
て
牛
痘
種
痘
法
の
歴
史
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
津
軽
地
方
は
シ
ベ
リ
ア
で
牛
痘
種
痘
法
を
学
ん
だ
中
川
五
郎
治
が
伝
え
た
所
謂
北
方
系
の
牛
痘
種
痘
法
と
長
崎
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
所
謂

南
方
系
の
牛
痘
種
痘
法
の
交
流
地
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
日
本
の
医
学
史
上
特
異
的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

他
地
方
と
同
様
に
痘
瘡
の
頻
繁
な
椙
恢
に
悩
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
、
弘
前
藩
は
当
初
は
何
故
か
牛
痘
種
痘
法
の
受
容
に
つ
い
て
は
積
極
的
態

（
６
）

度
を
取
る
こ
と
は
せ
ず
、
傍
観
者
的
態
度
を
と
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
著
者
は
主
と
し
て
弘
前
藩
日
記
を
史
料
と
し
て
研
究
し
て
き
た
が
、

弘
前
藩
日
記
は
公
の
立
場
の
記
録
で
あ
り
、
種
痘
を
受
け
た
町
民
側
が
牛
痘
種
痘
法
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
た
の
か
、
ま
た
牛

痘
種
痘
の
実
際
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
の
詳
細
な
点
に
つ
い
て
は
皆
目
不
詳
で
あ
っ
た
。
信
拠
す
べ
き
町
民
側
の
史
料
が
全
く
利
用

一
、
は
じ
め
に

幕
末
の
弘
前
藩
に
お
け
る
痘
瘡
流
行
と
牛
痘
種
痘
普
及
の
実
態

‐
上
象
商
金
木
屋
又
三
郎
日
記
に
よ
る
研
究
１

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
一
号
平
成
七
年
十
月
一
日
受
付

平
成
九
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
九
年
二
月
一
日
受
理

松
木
明
知
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け
た
の
で
、
こ
れ
を
串

み
た
の
で
報
告
す
る
。

二
、
金
木
屋
武
田
又
三
郎
日
記
に
つ
い
て

（
７
）

武
田
又
三
郎
は
弘
前
の
豪
商
山
一
（
〈
一
）
金
木
屋
の
第
三
代
目
で
あ
る
。
享
和
元
年
二
八
○
一
）
に
生
れ
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
残

し
た
。
初
め
は
正
三
郎
と
称
し
、
諄
は
敬
之
で
あ
り
、
山
一
は
屋
号
で
あ
る
。
父
の
又
三
郎
玉
之
は
有
名
な
津
軽
の
俳
人
で
あ
る
。
玉
之
は

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
秋
田
久
保
田
か
ら
父
祖
の
地
弘
前
に
帰
り
、
本
町
（
現
在
の
弘
前
市
本
町
）
で
質
屋
を
営
ん
で
分
限
を
築
き
、
弘
前
藩

の
御
用
達
を
勤
め
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し
次
の
敬
之
の
代
に
な
る
と
、
と
く
に
天
保
年
間
の
天
候
不
順
に
よ
る
凶
作
に
加
え
て
、
度
重

な
る
藩
か
ら
の
御
用
金
の
要
請
や
家
業
の
衰
退
の
た
め
、
敬
之
は
本
町
の
質
店
を
大
阪
商
人
の
茨
木
次
右
衛
門
へ
売
却
し
、
文
化
二
年
二
八

○
五
）
か
ら
賀
田
（
よ
し
た
）
村
（
現
在
の
中
津
軽
郡
岩
木
町
賀
田
）
で
営
ん
で
い
た
酒
造
店
の
経
営
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
か
ら
八
年
二
八
三
七
）
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
一
が
文
政
年
間
の
「
津
軽
長
者
鑑
」
で
は
西
の
大
関
に
位
置
し
て

い
た
が
、
天
保
年
間
以
降
の
長
者
番
付
で
は
西
前
頭
九
枚
目
に
下
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
右
の
事
情
は
十
分
に
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
史
料
と
し
て
用
い
た
の
は
、
敬
之
が
賀
田
村
に
移
っ
た
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
の
約
二
十
五
年

間
の
日
記
二
十
冊
で
あ
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
～
十
三
年
二
八
四
二
）
一
冊
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
冊
、
安
政
元
年
二
八
五

四
）
～
六
年
（
一
八
五
九
）
十
二
冊
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
二
冊
、
文
久
元
年
二
八
六
一
）
～
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
冊
で
あ
る
。

木
魚
庵
と
号
し
俳
句
を
良
く
し
た
父
の
又
三
郎
玉
之
の
影
響
を
受
け
て
、
敬
之
も
筆
忠
実
で
あ
り
、
日
記
の
分
量
は
四
○
○
字
の
原
稿
用

紙
で
五
千
枚
余
で
あ
る
。
一
族
が
広
く
津
軽
一
円
で
商
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
た
め
、
津
軽
各
地
の
町
民
側
か
ら
見
た
人
々
の
実
際
の
動

静
を
知
る
た
め
に
は
格
好
の
史
料
と
言
え
る
。
商
人
の
日
記
で
あ
る
た
め
、
も
ち
ろ
ん
伝
聞
も
多
く
、
中
に
は
誤
っ
た
情
報
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
当
然
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
敬
之
は
藩
医
と
の
交
際
も
頻
繁
で
あ
り
、
一
族
郎
党
の
疾
病
の
記
述
に
関
す
る
限
り
誤
り

こ
れ
を
史
料
と
し
て
特
に
弘
前
を
中
心
と
す
る
津
軽
地
方
の
幕
末
期
の
痘
瘡
の
流
行
と
牛
痘
種
痘
の
実
態
に
つ
い
て
解
明
を
試
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（
８
）

の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
こ
の
日
記
の
史
料
的
価
値
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
抄
出
さ
れ
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
抄
出
で
あ
る

た
め
医
学
上
重
要
な
箇
所
が
必
ず
し
も
す
べ
て
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

当
地
方
の
医
学
史
を
研
究
す
る
上
で
も
本
日
記
が
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
、
本
日
記
中
に
見
ら
れ
る
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に

関
す
る
記
述
に
よ
っ
て
も
実
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
日
本
に
於
け
る
第
二
次
の
コ
レ
ラ
流
行
と
し
て
知
ら
れ
る
安
政
年
度
の
大
流
行
に
関
し
て
は
、
北
海
道
の
函
館
地
方
に
も
伝
播
し
た

（
９
）
（
Ⅲ
）
（
Ⅲ
）

と
伝
え
ら
れ
、
最
近
の
医
学
史
の
著
作
で
も
そ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
青
森
県
の
西
津
軽
郡
深
浦
町
近
く
の
種
里
村
の
神
官

（
囮
）

の
日
記
「
永
宝
日
記
」
お
よ
び
深
浦
町
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
の
流
行
の
北
限
と
し
て
コ
レ
ラ
は
函
館
ま
で
は
及
ん
で
お
ら
ず
、

日
本
海
側
で
は
青
森
県
の
深
浦
町
ま
で
そ
れ
が
及
ん
だ
こ
と
を
立
証
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
次
に
示
す
よ
う
に
右
の
「
永
宝
日
記
」
が
日
本

海
側
の
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
の
北
限
に
関
す
る
唯
一
の
史
料
で
あ
っ
た
。

安
政
六
年
八
月
秋
田
能
代
に
而
暴
潟
病
人
多
死
明
家
有
之
の
由
、
深
浦
迄
流
行
右
に
付
、
於
当
社
八
月
二
十
八
日
よ
り
朔
日
迄
右
退

こ
の
よ
う
に
「
永
宝
日
記
」
は
極
め
て
簡
単
な
記
述
で
あ
る
が
、
一
方
金
木
屋
又
三
郎
日
記
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
月
十
九
日
か
ら

九
月
六
日
の
条
は
次
の
よ
う
に
青
森
県
深
浦
町
で
の
コ
レ
ラ
流
行
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
な
お
訓
読
点
は
著
者
に
よ
る
。
（
）
は
筆
者
に

よ
る
補
な
い
し
注
で
あ
る
。

安
政
六
年
八
月
十
九
日

深
浦
に
て
頃
日
暴
潟
病
流
行
致
し
、
死
去
の
者
多
く
有
候
由
。
右
は
若
州
古
川
船
中
に
て
人
死
に
、
右
深
浦
へ
上
ヶ
葬
ひ
候
由
。
其
日

よ
り
流
行
致
し
候
由
。
尤
も
手
足
の
指
先
よ
り
入
り
候
由
。
手
足
を
結
、
指
先
よ
り
血
を
取
り
候
者
助
か
り
候
由
。
中
略
。
尤
上
わ
町
は
今

に
不
流
行
。
浜
町
ば
か
り
の
由
。
依
て
上
（
う
）
わ
町
へ
上
け
い
と
て
、
祈
祷
百
万
遍
杯
致
居
候
。
段
々
流
行
仕
り
来
た
り
候
所
、
伝
染
致

散
之
祈
祷
執
行
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九
月
六
日

暴
潟
は
深
浦
に
て
拾
人
ば
か
り
死
去
仕
り
候
へ
共
、
此
節
さ
っ
ぱ
り
な
く
相
成
り
候
由
。
安
元
に
て
は
一
切
御
座
な
く
候
間
、
御
案
事

下
さ
る
ま
じ
く
存
じ
候
。
（
鯵
ヶ
沢
の
知
人
よ
り
の
手
紙
の
写
し
）

八
月
十
九
日
の
記
述
は
敬
之
の
知
人
が
直
接
深
浦
か
ら
賢
ら
し
た
情
報
で
あ
り
、
信
拠
す
る
に
価
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
史
料
で

は
知
ら
れ
る
所
の
な
か
っ
た
事
実
、
つ
ま
り
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
が
若
狭
の
船
か
ら
伝
播
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
、
深
浦
で
は
海
岸
寄
り

八
月
二
十
四
日

深
浦
暴
潟
こ
ろ
り
病
い
よ
皇
流
行
。
船
よ
り
病
人
上
げ
候
日
よ
り
流
行
致
候
由
。
跡
に
二
人
死
骸
有
り
候
へ
共
、
上
げ
ら
れ
ず
。
右
船

鰺
ヶ
沢
へ
廻
り
候
処
、
船
中
に
塩
漬
け
に
致
し
置
き
候
な
ど
風
評
に
て
、
今
に
鰺
ヶ
沢
流
行
も
致
す
ま
じ
く
候
へ
共
、
人
々
恐
れ
候
。

右
疫
神
赤
き
物
を
嫌
い
候
よ
し
。
指
先
よ
り
入
り
候
に
付
き
、
赤
き
つ
ぎ
（
継
ぎ
）
或
は
赤
い
糸
に
て
、
指
先
を
結
わ
え
右
を
除
れ
候
よマ

マ

し
。
赤
き
腹
当
て
致
し
候
者
も
有
り
候
よ
し
。
国
よ
り
参
居
候
奉
公
人
杯
、
右
を
恐
れ
逃
参
り
候
有
り
候
由
。
出
入
り
の
喜
兵
衛
悴
子
之

菊
屋
に
奉
公
致
し
居
候
処
、
昨
日
逃
げ
参
り
咄
の
由
。

げ
候
よ
し
。

深
浦
は
専
ら
流
行
、
明
き
屋
も
出
候
よ
し
。
鰺
ヶ
沢
に
も
入
り
候
風
評
許
有
れ
ど
も
、
嘘
の
よ
し
。
野
代
（
秋
田
県
能
代
市
）
に
て
流
行

の
と
こ
ろ
、
町
端
口
々
へ
鉄
砲
打
ち
候
へ
ば
宜
し
く
候
よ
し
に
て
、
大
に
数
砲
打
ち
候
処
、
入
り
申
さ
ず
候
よ
し
。
鉄
砲
は
陽
気
面
白
き

呪
い
除
け
な
り
。

九
月
朔
日

候
事
の
由
。
親
類
縁
者
に
て
も
見
舞
に
参
り
申
さ
ず
候
・

弘
前
に
て
暴
潟
病
の
呪
い
、
門
口
へ
八
シ
手
の
木
の
葉
へ
、
赤
紙
八
つ
折
、
な
ん
ば
共
提
げ
置
き
候
よ
し
。
昨
年
江
戸
表
病
除
き
に
下
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嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
十
一
日

本
日
記
に
見
い
出
さ
れ
る
医
事
関
係
の
記
事
は
多
い
。
敬
之
は
近
習
医
小
山
内
玄
益
、
同
北
岡
太
淳
、
表
医
者
手
塚
元
端
、
唐
牛
昌
運
な

ど
の
藩
医
と
も
頻
繁
に
交
際
し
て
お
り
、
従
っ
て
一
族
の
病
気
や
弘
前
を
中
心
と
す
る
地
域
の
疫
病
流
行
に
つ
い
て
の
記
事
も
多
い
が
、
こ

こ
で
は
痘
瘡
流
行
お
よ
び
種
痘
関
係
の
必
要
最
小
限
の
条
文
を
年
代
順
に
抄
出
す
る
に
留
め
る
。
痘
瘡
や
種
痘
に
直
接
関
係
の
な
い
前
後
の

文
章
は
省
略
す
る
。
句
読
点
は
著
者
に
よ
り
、
（
）
は
著
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

の
町
で
流
行
し
た
が
、
山
側
の
町
ま
で
は
浸
透
せ
ず
、
人
々
が
恐
怖
に
戦
い
て
、
種
々
の
呪
い
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

る
。
八
月
二
十
四
日
、
九
月
一
日
の
条
は
能
代
で
の
流
行
を
伝
え
て
る
が
、
鰺
ヶ
沢
で
は
流
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

さ
ら
に
九
月
六
日
の
記
事
は
鯵
ヶ
沢
在
住
の
友
人
か
ら
の
手
紙
で
あ
り
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
九
月
初
旬
に
は
深
浦
で
の
コ
レ
ラ
の
流
行

が
終
炮
し
、
鯵
ヶ
沢
で
は
コ
レ
ラ
が
流
行
し
な
か
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
日
記
の
記
述
は
従
来
推
察
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
実
証
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
史
料
と
し
て
十
分
信
拠
す
る
に
足
り
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

此
頃
は
鰺
ヶ
沢
（
西
津
軽
郡
鯵
ヶ
沢
町
）
一
般
と
流
行
の
由
。
弘
前
に
て
も
其
麦
に
有
、
当
村
に
て
も
其
麦
有
之
候
。
兎
角
寒
時
は
不
面

白
候
。
一
昨
年
庖
瘡
あ
ら
き
方
に
有
之
候
。
木
作
（
き
ず
く
り
。
西
津
軽
郡
木
造
町
）
へ
秋
田
よ
り
参
居
候
医
者
植
庖
瘡
致
居
候
。
右
致
候
者

も
有
之
候
よ
し
。
拾
年
位
前
方
唐
土
よ
り
伝
わ
り
上
方
江
戸
な
ど
に
て
も
有
之
候
。
然
共
御
当
国
は
今
に
左
程
用
ひ
不
申
。
是
も
名
医
な

ら
ば
格
別
、
生
ま
習
の
医
者
等
に
て
は
覚
束
な
し
。
再
ひ
出
候
者
も
有
之
候
由
、
右
之
所
よ
り
余
り
流
行
不
致
候
。

年
間
を
取
流
行
出
申
候
。

近
年
萢
瘡
前
度
の
様
に
無
之
、
五
六
年
以
前
よ
り
不
引
切
流
行
居
申
候
。
江
戸
表
同
様
也
。
前
度
は
六
七
年
間
を
取
り
、
乃
至
は
五
六

三
、
金
木
屋
又
三
郎
日
記
に
現
れ
た
痘
瘡
流
行
お
よ
び
牛
痘
種
痘
の
記
事
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金
木
屋
（
分
家
）
庖
瘡
病
良
七
伜
並
娘
、
亀
吉
嫁
両
人
共
軽
相
済
申
候
。

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
一
八
五
四
）
六
月
七
日

此
辺
庖
瘡
そ
こ
こ
こ
に
有
り
。
近
年
は
昔
と
違
ひ
毎
年
有
り
。
前
度
は
六
七
年
に
し
て
流
行
す
。
近
来
は
江
戸
同
様
也
。

○
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
）
十
一
月
二
十
一
日

大
道
寺
（
家
老
大
道
寺
族
之
助
）
若
様
当
十
一
才
、
御
三
男
、
御
四
男
様
共
頃
日
御
庖
瘡
の
由
。

○
安
政
二
年
二
八
五
五
）
十
二
月
二
十
一
日

弘
前
今
に
痘
瘡
頃
日
大
に
流
行
。
図
書
様
（
家
老
津
軽
図
書
）
に
て
も
、
御
三
人
あ
る
女
様
一
人
御
死
去
成
さ
れ
候
由
、
小
山
内
様
（
藩
医

小
山
内
玄
益
）
の
娘
に
も
此
節
庖
瘡
の
由
。

○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月
二
十
一
日

金
木
屋
お
里
う
（
又
三
郎
七
女
タ
ケ
の
子
、
）
痘
瘡
に
て
今
日
よ
り
出
初
め
、
能
き
庖
瘡
の
よ
し
。
出
ざ
る
前
ほ
と
り
の
節
、
驚
風
の
様
に
相

成
り
、
大
に
心
配
致
候
由
。
左
候
へ
は
、
却
て
庖
瘡
宜
し
き
物
也
。

○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月
二
十
六
日

○
同
年
五
月
六
日

金
木
屋
（
分
家
）

○
同
年
五
月
五
日

Ｑ
同
年
三
月
二
三
日

弘
前
痘
瘡
最
中
流
行
也
。
植
庖
瘡
唐
牛
の
二
男
下
手
に
て
評
判
悪
し
。
此
頃
の
痘
瘡
軽
く
有
之
由
。

此
節
に
到
り
植
庖
瘡
弘
前
大
分
流
行
致
来
候
よ
し
。
茂
森
唐
牛
昌
三
老
（
藩
医
）
の
跡
な
ど
致
候
よ
し
。
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○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
一
月
十
一
日

春
（
又
三
郎
の
孫
）
庖
瘡
初
熱
前
発
驚
致
し
候
。
生
き
な
り
成
り
、
大
に
心
配
致
し
候
・
中
略
。
夫
よ
り
熱
気
さ
め
出
痘
に
相
成
り
。
誠
に

良
き
症
に
て
、
顔
よ
り
総
身
漸
く
五
十
ば
か
り
よ
り
出
申
さ
ず
。

○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
一
月
十
九
日

丸
三
娘
み
え
（
親
類
）
当
月
九
日
よ
り
痘
瘡
の
由
。
厚
く
出
候
へ
共
、
症
宜
く
、
山
も
大
に
上
り
候
由
申
参
る
。
金
木
二
（
親
類
）
に
て
唖
々
の

忰
共
、
当
春
や
ら
種
痘
瘡
致
候
所
、
並
此
方
孫
忠
助
（
又
三
郎
の
五
女
タ
キ
の
夫
池
田
忠
助
入
、
鯵
ヶ
沢
住
）
忰
共
、
鯵
ヶ
沢
中
大
体
病
み
、
両
隣

家
迄
も
病
み
候
へ
共
、
此
度
も
や
み
申
さ
ず
候
よ
し
。
尤
痘
瘡
あ
ら
く
、
怪
我
あ
り
候
へ
共
、
種
痘
致
し
候
だ
け
、
安
心
の
旨
忠
助
咄
居
申

申
参
る
。

家
迄
も
病
み
候
へ
共
、

候
。

る
C

○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
二
月
九
日

丸
三
（
親
類
）
庖
瘡
病
み
、
み
ゑ
大
に
あ
ば
た
に
相
成
り
候
よ
し
。
潤
吉
も
多
く
出
候
よ
し
。
小
児
猛
四
郎
は
少
々
な
ら
で
出
申
さ
ず
候
由

○
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
二
月
十
日

金
木
屋
良
七
（
親
類
）
二
男
助
七
病

○
安
政
三
年
二
八
五
六
）
二
月
十
一
日

当
年
庖
瘡
あ
ら
く
死
亡
多
く
あ
り
候
よ
し
。

金
木
屋
庖
瘡
病
み
下
痢
致
し
、
山
上
が
り
申
さ
ず
。
班
も
少
々
出
交
り
候
由
。
少
々
六
ヶ
敷
方
之
由
。
愛
宕
橋
雲
寺
へ
御
祈
祷
に
金
助
参

一
男
助
七
庖
瘡
の
処
、
今
日
酒
湯
の
日
限
に
て
昨
夜
病
死
致
候
旨
、
今
朝
知
せ
来
る
。
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○
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
十
九
日

種
痘
大
分
流
行
。
昨
年
注
文
致
し
候
由
。
此
節
種
下
た
り
候
由
。
金
木
（
親
類
）
に
て
小
児
等
今
日
種
痘
御
頼
も
申
上
げ
候
由
。
尤
、
茂
森
（
弘

前
市
茂
森
町
）
唐
牛
昌
三
老
（
藩
医
）
の
弟
（
弟
で
な
く
、
次
男
唐
牛
昌
孝
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
と
か
の
由
。
右
種
痘
金
木
（
親
類
）
に
て
世
話
致
し
、
近

三
（
友
人
）
頼
合
申
遣
し
候
よ
し
。
江
戸
に
て
専
ら
流
行
。
深
川
の
医
者
種
方
上
手
、
其
方
よ
り
種
下
し
候
よ
し
。
江
戸
に
て
種
二
千
七
八
百
も

諸
方
へ
差
出
し
候
よ
し
。
大
阪
に
て
は
除
痘
瘡
（
緒
方
洪
庵
の
除
痘
館
か
）
と
号
し
有
り
候
よ
し
。
専
ら
行
わ
れ
候
よ
し
。
中
略
。
本
丁
（
現
在
の

弘
前
市
本
町
）
大
津
屋
九
左
ヱ
門
方
の
小
児
残
ら
ず
一
昨
年
や
ら
植
え
候
よ
し
。
夫
よ
り
近
処
痘
瘡
や
み
有
り
候
て
も
病
み
申
さ
ず
候
由
。

鰺
ヶ
沢
金
木
二
（
親
類
）
孫
、
此
方
の
外
孫
英
次
郎
（
池
田
忠
助
の
子
）
な
ど
も
植
え
候
処
、
右
の
通
り
の
由
、
是
は
角
仙
町
小
嶋
老
（
藩
医

一
昨
日
兵
司
方
に
て
孫
両
人
、
茂
森
唐
牛
昌
三
老
の
弟
医
者
衆
（
正
し
く
は
昌
三
の
次
男
で
、
昌
運
の
弟
、
唐
牛
昌
孝
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
へ
相

頼
み
種
痘
致
し
来
り
候
よ
し
。
（
こ
こ
に
唐
牛
昌
孝
の
牛
痘
種
法
の
一
枚
刷
の
文
言
入
る
）

右
の
通
り
半
紙
一
枚
摺
の
判
害
一
枚
シ
シ
呉
れ
候
由
、
兵
司
持
参
し
、
受
に
写
し
取
る
。
此
節
大
分
流
行
引
き
ら
ず
、
種
え
候
者
有
り
候

小
嶋
元
袋
）
植
之
候
よ
し
。

○
安
政
四
年
二
八
五
七
）
三
月
六
日

金
木
（
親
類
）
に
て
良
七
二
男
並
熊
七
忰
豹
七
二
才
頃
日
植
え
痘
瘡
致
し
候
よ
し
。
茂
森
唐
牛
昌
三
藩
医
）
の
跡
の
医
者
（
唐
牛
昌
運
の
こ

と
か
）
植
之
候
よ
し
。
両
腕
へ
九
シ
植
え
候
処
、
三
シ
出
候
よ
し
。
痘
瘡
の
通
り
七
五
三
縄
張
り
居
候
よ
し
。
金
木
永
（
親
類
）
に
て
も
忰
熊

三
郎
七
才
植
え
候
よ
し
。
尤
十
三
植
え
候
処
、
九
シ
出
候
よ
し
。

○
安
政
四
年
二
八
五
七
）
四
月
十
五
日

よ
し
。

○
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
四
月
十
日
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嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
十
一
日
の
記
事
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
「
近
年
庖
瘡
前
度
の
様
に
無
之
、
五
六
年
以
前
よ
り
不
引
切

流
行
申
候
」
と
「
前
度
は
六
七
年
間
を
取
り
、
乃
至
は
五
六
年
間
を
取
り
流
行
」
の
二
つ
の
条
文
は
、
嘉
永
六
年
以
前
に
は
五
六
年
な
い
し

六
七
年
毎
に
痘
瘡
が
流
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
っ
て
毎
年
の
よ
う
に
流
行
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
他
領
か
ら
の
人
々

（
昭
）

の
往
来
が
頻
繁
に
な
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
以
前
作
製
し
た
「
明
治
前
津
軽
疫
瘤
史
年
表
」
に
も
こ
れ
ら
の
流
行
は
披
見
さ

な
を
（
又
三
郎
孫
）
植
庖
瘡
見
て
も
ろ
ふ
に
唐
牛
へ
迎
え
差
し
遣
し
。
駕
籠
に
て
来
た
り
。
御
目
に
懸
け
候
処
、
到
て
宜
し
き
痘
瘡
の
由
。

右
よ
り
水
を
取
り
外
小
児
へ
移
し
植
え
候
由
。
田
屋
に
も
植
残
り
一
人
有
り
申
遣
し
候
所
、
引
風
の
由
延
引
す
。
さ
っ
と
三
種
に
て
酒
上
る
。

御
酒
上
ら
ず
候
由
。
寒
晒
も
ち
差
上
る
。
四
シ
頃
御
出
、
昼
前
御
帰
り
に
成
ら
れ
候
。
唐
牛
昌
（
藩
医
唐
牛
昌
一
三
老
隠
居
致
し
兄
様
也
。
昌

雲
と
申
し
候
由
。
や
が
て
四
十
近
き
御
人
也
。
十
を
植
え
候
処
、
六
つ
出
、
流
行
庖
瘡
之
通
、
水
う
み
、
白
う
み
か
か
り
、
豆
き
び
の
よ
う

に
能
痘
瘡
也
。
籾
々
奇
妙
な
こ
と
也
。

今
日
兵
司
方
に
て
種
痘
医
唐
牛
昌
三
の
兄
惣
髪
昌
玄
と
申
す
人
迎
え
差
遣
し
取
寄
せ
候
由
。
昌
三
老
は
隠
居
致
し
跡
矢
張
表
医
者
の
由
。

□
（
不
明
）
シ
種
候
処
、
五
つ
シ
シ
出
痘
に
相
成
候
由
。

○
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
閨
五
月
二
十
八
日

な
を
（
又
三
郎
の
長
男
富
三
郎
の
子
）
植
痘
瘡
致
し
候
に
、
五
所
川
原
（
西
津
軽
郡
五
所
川
原
市
）
お
か
さ
ま
（
富
三
郎
の
妻
フ
サ
）
召
連
れ
行

く
。
茂
森
唐
牛
昌
雲
老
（
藩
医
）
へ
行
く
。
種
笹
森
丁
八
木
橋
様
の
御
子
様
能
き
植
痘
瘡
に
付
き
、
右
御
屋
敷
へ
唐
牛
召
連
れ
参
り
植
候
よ
し
。

尤
腕
へ
五
シ
シ
十
を
植
え
候
よ
し
。
咳
児
な
れ
ば
尚
宜
く
候
よ
し
。

○
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
五
日

四
、
本
日
記
か
ら
見
た
牛
痘
種
痘
に
対
す
る
弘
前
藩
と
民
間
人
の
態
度
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れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
時
点
で
は
弘
前
と
鯵
ヶ
沢
そ
し
て
又
三
郎
の
居
住
し
て
い
る
賀
田
村
で
も
痘
瘡
は
流
行
し

て
い
た
。
津
軽
全
域
の
流
行
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
諸
所
お
い
て
散
発
的
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

「
木
作
」
は
「
木
造
村
」
（
西
津
軽
郡
木
造
町
）
の
こ
と
で
、
前
年
の
嘉
永
五
年
二
八
五
三
四
月
に
秋
田
の
医
者
板
垣
利
斎
が
こ
の
地
に
来

て
種
痘
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

本
日
記
に
は
、
日
記
の
日
付
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
か
ら
見
て
．
作
年
」
つ
ま
り
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
木
造
地
方
で
痘
瘡

の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
「
一
昨
年
庖
瘡
あ
ら
き
方
に
有
之
候
。
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
木
造
で
種
痘
が
行
わ
れ
た
事
実
を
伝
え
て

い
る
が
、
そ
の
時
期
と
種
痘
し
た
医
師
を
特
定
し
て
い
な
い
。
勿
論
種
痘
の
施
行
は
個
人
的
に
数
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
三
十

数
人
と
い
う
集
団
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
痘
実
施
は
津
軽
に
お
け
る
最
初
の
種
痘
施
行
で
あ
り
、
実
施
者
が
秋
田
医
者
板

垣
利
斎
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
藩
の
記
録
「
御
用
格
」
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｍ
）

御
用
格
嘉
永
五
年
四
月
十
四
日
（
読
点
著
者
）

一
、
三
奉
行
申
出
候
、
北
岡
太
淳
よ
り
之
申
出
番
付
被
成
御
渡
吟
味
之
処
、
秋
田
医
者
板
垣
利
斎
義
元
来
種
痘
案
内
二
付
、
此
頃
木
造
辺

二
而
三
十
人
余
種
痘
仕
候
処
、
何
れ
も
順
痘
二
出
来
追
々
望
人
茂
御
座
候
二
付
今
暫
逗
留
仕
度
旨
願
出
可
否
私
共
二
而
志
か
と
試
申
渡
奉

存
候
間
、
願
出
之
通
今
暫
逗
留
被
仰
付
度
旨
、
別
二
差
障
之
節
も
無
之
候
間
、
太
淳
申
出
之
趣
御
聞
届
被
仰
付
候
様
、
試
之
上
可
否
早
達

申
出
候
様
と
茂
被
仰
付
候
様
沙
汰
之
通

右
の
記
録
は
秋
田
の
医
師
板
垣
利
斎
が
木
造
村
で
三
十
人
に
種
痘
を
行
っ
て
い
ず
れ
も
成
功
し
、
種
痘
を
希
望
す
る
者
が
続
出
し
た
の
で
、

滞
在
の
延
長
願
い
を
藩
当
局
に
申
し
出
た
も
の
で
あ
り
、
藩
は
藩
医
の
重
鎮
北
岡
太
淳
に
調
査
を
命
じ
、
太
淳
は
格
別
の
支
障
は
な
い
と
、

滞
在
延
長
の
許
可
に
同
意
し
て
い
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

藩
の
公
式
録
で
あ
る
弘
前
藩
日
記
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
の
部
が
欠
本
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
津
軽
の
種
痘
史
に
と
っ
て
最
も
菫
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弘
前
藩
日
記
嘉
永
六
年
二
月
二
九
日

要
な
右
の
事
項
を
従
来
の
研
究
者
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
著
者
は
欠
本
を
補
う
た
め
弘
前
藩
日
記
の
抄
録
と
も
い
う
べ
き
「
御
用
格
」
を

調
査
し
て
右
の
記
事
を
見
い
出
し
、
板
垣
に
よ
る
種
痘
が
津
軽
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
の
噴
矢
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
当
時
、
江
戸
か
ら
は
所
謂
南
方
系
の
種
痘
法
が
秋
田
や
津
軽
に
未
だ
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
板
垣
の
方
法
は
中
川
五
郎
治
の
弟
子
白
鳥
雄
蔵
が
す
で
に
伝
え
て
い
た
秋
田
県
の
仙
北
郡
や
久
保
田
城
下
（
現
在
の
秋
田
市
）
で

伝
え
た
北
方
系
の
種
痘
法
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
板
垣
に
つ
い
て
の
詳
細
は
今
で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
金
木
屋
又
三
郎
日

記
」
に
は
板
垣
の
名
前
と
種
痘
実
施
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
以
前
に
明
ら
か
に
秋
田
か
ら
医
師

が
来
て
種
痘
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
条
文
は
「
御
用
格
」
の
記
事
を
補
う
も
の
で
重
要
で
あ
る
。
続
く
次
の
条
文
「
右
致
候

者
も
有
之
候
よ
し
」
は
、
板
垣
が
木
造
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
種
痘
を
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
す
で
に
他
地
方
で
採
用
施
行
さ
れ
て
い
る
牛
痘
種
痘
法
に
関
し
て
は
、
弘
前
藩
は
消
極
的
態
度
を
取
っ
た
。
弘
前
藩
が
北
辺
に
位

置
し
て
お
り
、
江
戸
か
ら
の
遠
隔
の
地
で
あ
る
こ
と
が
、
情
報
の
到
達
の
遅
れ
や
誤
解
を
招
き
、
結
果
的
に
牛
痘
種
痘
の
普
及
が
遅
れ
た
と

こ
れ
ま
で
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
又
三
郎
日
記
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
記
述
に
よ
っ
て
、
右
以
外
の
理
由
と

し
て
、
医
者
の
技
術
の
未
熟
さ
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
、
本
日
記
の
後
年
の
条
に
も
披
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

左
に
掲
げ
る
弘
前
藩
日
記
の
嘉
永
六
年
二
八
五
三
）
二
月
二
九
日
の
条
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
弘
前
藩
と
し
て
は
江
戸
藩
邸
に
依
頼
し

て
他
地
方
の
種
痘
状
況
を
も
調
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
種
痘
は
「
御
仁
政
之
第
一
之
義
」
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
国
許
で
は
藩
と
し
て
最
初
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
上
種
痘
の
副
作
用
に
よ
っ
て
生
命
の
危
険
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な
っ
て
は

人
々
の
問
に
不
穏
な
空
気
を
か
も
し
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
藩
と
し
て
は
積
極
的
に
牛
痘
種
痘
の
普
及
に
努
力
は
し
な
い
と
い
う
結
論
で

あ
っ
た
。
尤
も
多
人
数
の
死
者
が
出
た
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。
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IJ (79）



種
痘
之
儀
江
戸
表
二
而
御
目
付
江
御
穿
鑿
被
仰
付
候
処
、
別
紙
坂
巻
並
衛
よ
り
松
平
越
前
守
様
御
家
来
江
之
御
触
面
な
ら
び
堀
田
相

（
鴫
）

模
守
御
振
合
共
申
出
之
趣
二
御
座
候
得
者
、
種
痘
之
儀
ハ
御
仁
政
第
一
之
儀
二
付
、
御
国
表
二
而
も
私
共
者
勿
論
向
塾
支
配
頭
二
而
厚
差

含
前
般
御
世
話
無
御
座
候
而
者
被
行
間
敷
候
旨
申
出
書
付
被
成
御
渡
与
得
評
儀
仕
候
処
、
諸
人
為
方
二
可
相
成
義
も
可
有
御
座
候
得
共
、

御
国
表
二
而
ハ
初
発
ノ
義
二
付
、
諸
人
危
み
罷
有
候
儀
二
付
、
如
何
様
被
仰
付
候
而
も
相
服
申
間
敷
、
其
上
万
一
難
症
之
小
児
等
有
之
候

而
者
、
却
而
不
穏
候
様
奉
存
候
間
、
御
世
話
構
敷
義
者
難
申
上
奉
存
候
。

右
の
記
録
に
よ
っ
て
弘
前
藩
で
牛
痘
種
痘
の
普
及
が
遅
れ
た
一
原
因
は
施
術
者
の
技
術
の
未
熟
さ
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
一
般
の
人
々
も
認

識
し
た
こ
と
は
指
摘
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
弘
前
藩
日
記
に
よ
っ
て
も
板
垣
利
斎
に
よ
る
種
痘
の
そ
の
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で

又
三
郎
日
記
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
二
十
三
日
の
記
事
は
、
弘
前
で
痘
瘡
流
行
が
目
立
ち
始
め
、
茂
森
町
の
藩
医
唐
牛
昌
運
（
文

献
に
よ
っ
て
昌
雲
と
も
記
す
）
が
種
痘
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
昌
三
の
「
跡
」
と
は
昌
三
の
息
、
昌
運
や
昌
孝
（
文
献
に
よ
っ
て
は
昌

考
）
の
こ
と
で
あ
る
。
五
月
五
日
の
記
事
は
昌
三
の
次
男
昌
孝
の
腕
前
が
悪
い
と
の
評
判
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
二
月
十
一
日
の
記

事
中
、
医
師
の
未
熟
な
腕
前
で
は
覚
束
な
い
と
あ
る
が
、
昌
孝
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
当
時
津
軽
に
お
い
て
種
痘
普
及
に

（
蝿
）

尽
力
し
て
い
た
の
は
唐
牛
兄
弟
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
に
種
痘
普
及
に
大
き
な
足
跡
を
示
す
こ
と
に
な
る
蘭
医
佐
々
木
元
俊
は

未
だ
江
戸
に
滞
在
中
で
、
弘
前
に
は
い
な
か
っ
た
。

同
年
五
月
六
日
の
記
事
は
又
三
郎
の
分
家
の
子
供
達
が
軽
い
痘
瘡
で
済
ん
だ
こ
と
を
伝
え
、
弘
前
に
お
け
る
痘
瘡
の
小
流
行
を
実
証
し
て

あ
り
、
新
史
料
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
六
月
七
日
、
安
政
二
年
二
八
五
五
）
十
二
月
二
十
一
日
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月
二
十
一
日
、
二
月
十
一

日
な
ど
の
記
事
は
、
痘
瘡
の
流
行
が
頻
繁
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
五
～
七
年
毎
に
流
行
し
た
以
前
と
は
異
な
っ
て
痘
瘡
が
連
年
止
む
こ
と
が

い

る
0
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安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
十
九
日
の
記
事
は
、
江
戸
か
ら
改
め
て
痘
漿
を
取
り
寄
せ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
牛

兄
弟
た
ち
が
弘
前
藩
当
局
に
懇
願
し
て
江
戸
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
一
月
末
日
に
取
り
寄
せ
た
痘
苗
は
余
り
良
質
な
も
の
で
な
か
っ

た
こ
と
か
あ
る
い
は
種
切
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
文
献
に
よ
っ
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

安
政
四
年
二
八
五
七
）
四
月
十
五
日
の
記
事
中
、
唐
牛
昌
三
の
兄
で
昌
玄
と
称
す
る
人
物
が
披
見
さ
れ
る
。
経
歴
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

り
、
ど
の
程
度
に
種
痘
に
関
与
し
て
い
る
か
も
不
明
で
あ
る
。
実
際
何
ヶ
所
に
種
痘
し
た
か
は
原
日
記
中
の
字
が
読
め
な
い
の
で
分
か
ら
な

い
が
、
出
痘
し
た
の
は
そ
の
中
五
頚
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
植
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

同
年
二
八
五
七
）
六
月
五
日
の
条
文
を
読
む
と
、
唐
牛
昌
雲
が
又
三
郎
の
孫
の
発
痘
状
況
を
見
る
た
め
往
診
し
、
痘
か
ら
痘
漿
を
摂
取
し

て
、
他
の
小
児
へ
植
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
の
文
に
、
十
個
所
に
種
痘
し
、
六
顎
出
痘
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
出
痘
を
確

実
に
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
多
目
に
種
痘
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
こ
と
は
又
三
郎
日
記
の
み
に
よ
っ
て
は
知
ら
れ
な
い
。

津
軽
地
方
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
の
実
施
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
他
地
方
か
ら
来
た
医
師
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
弘
前
藩
医
に
よ
る
種
痘
施
行
は
他
地
方
に
お
け
る
実
施
に
比
較
し
て
決
し
て
大
幅
に
遅
れ
て
い
た

訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
弘
前
藩
が
種
痘
に
よ
る
副
作
用
の
発
生
を
恐
れ
て
積
極
的
態
度
を
取
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
弘
前
藩
医
た
ち
が
個

人
的
に
種
痘
普
及
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
的
に
彼
ら
の
技
師
の
未
熟
さ
が
普
及
の
遅
延
を
招
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
木
屋

又
三
郎
の
日
記
は
右
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
津
軽
の
種
痘
史
の
一
面
を
示
す
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
幕
末
に
お
け
る
痘
瘡
な
ど

の
疫
病
流
行
の
実
態
を
示
す
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
本
日
記
に
よ
っ
て
津
軽
に
お
け
る
痘
瘡
流
行
の
歴
史
が
よ
り
詳
細
に
判
明
し
た
。

な
か
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

四
、
お
わ
り
に
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本
稿
を
筆
す
る
に
際
し
て
、
本
日
記
を
解
読
さ
れ
、
筆
者
に
そ
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
弘
前
古
文
書
解
読
会
会
長
花
田
要
一
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

へへへへへ〆～～、へへ〆へ〆へ〆へ〆一、〆一、〆卓一、

151413121110987654321文
…… ー … … ～ 一 ー 揮 曾 … 、 一 、 一 、 一 、－〆、－〆斡一

橋松松永松立小斎吉松松松松松松献

（
略
）

と
な
っ
た
。

前
掲
文
献

松
木
明
知
「
津
軽
地
方
に
於
け
る
種
痘
の
起
源
」
『
津
軽
医
史
」
創
刊
号
、
一
頁
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
年
）

松
木
明
、
松
木
明
知
「
津
軽
の
医
史
」
二
七
頁
、
津
軽
書
房
、
弘
前
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

松
木
明
知
「
種
痘
と
津
軽
」
『
医
学
選
粋
』
十
号
、
十
五
～
十
八
頁
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

松
木
明
知
「
東
北
地
方
の
種
痘
史
」
『
医
学
選
粋
』
二
三
号
、
十
六
頁
～
十
七
頁
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

松
木
明
、
松
木
明
知
『
続
津
軽
の
医
史
」
六
五
頁
、
津
軽
書
房
、
弘
前
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）

松
木
明
知
「
種
痘
法
の
移
入
と
弘
前
藩
の
態
度
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
十
六
巻
三
号
、
四
四
～
五
十
頁
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
年
）

吉
村
和
夫
「
金
木
屋
物
語
」
九
五
頁
、
北
の
街
社
、
青
森
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）

斎
藤
昭
一
編
『
山
一
金
木
屋
又
三
郎
日
記
抜
粋
編
』
株
式
会
社
青
研
、
青
森
県
中
津
軽
郡
五
代
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

小
鹿
島
果
編
「
日
本
災
異
志
」
五
六
七
頁
、
地
人
書
院
、
東
京
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）

立
川
昭
二
「
日
本
人
の
病
歴
」
（
中
公
新
書
）
、
一
四
三
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
年
）

松
木
明
、
松
木
明
知
「
津
軽
の
文
化
誌
」
一
六
九
頁
、
津
軽
書
房
、
弘
前
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）

永
宝
日
記
、
萬
覚
集
、
二
二
一
頁
、
み
ち
の
く
双
書
第
三
十
五
集
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
青
森
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

松
木
明
、
松
木
明
知
『
続
津
軽
の
医
史
」
六
八
頁
、
津
軽
書
房
、
弘
前
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）

松
木
明
知
、
花
田
要
一
編
「
津
軽
医
事
文
化
史
料
集
成
」
二
四
二
頁
、
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）

橋
本
博
編
『
改
訂
増
補
大
武
鑑
」
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
年
）
、
中
巻
、
九
一
二
頁
」
に
よ
れ
ば
嘉
永
七
年
の
武
鑑
に
は
、

堀
田
備
中
守
、
堀
田
摂
津
守
、
堀
田
豊
前
守
は
披
見
さ
れ
る
が
、
堀
田
相
模
守
は
見
え
な
い
。
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

弘
前
市
史
編
纂
委
員
会
編
弘
前
市
史
五
二
○
頁
、
弘
前
市
、
弘
前
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
年
）
元
俊
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
一

月
に
弘
前
に
帰
っ
た
と
あ
る
が
、
著
者
の
調
査
に
よ
っ
て
、
元
俊
は
す
で
に
同
年
九
月
二
十
七
日
に
弘
前
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

一
の
九
○
頁
を
参
照

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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PrevalenceofVariolaEpidemicsandPracticeofJennerianVaccination

intheHirosakiFeudalClanintheLastPeriodoftheEdoera.

-AStudyofMatasaburoKanagiya'sDiary-

bvAkitomoMATSUKI

ThehistoryofvariolaepidemicsandJennerianvaccinationintheTsugarudistricthasbeenstudied

bytheauthorforthepastthirtyyearsandthestudywasmainlybasedontheformaldocumentsofthe

Hirosakifeudalclan.However,detailsofprevalenceoftheepidemicsandactualcircumstancesofthe

practiceofthevaccinationremainedunclear,becausehecouldnotuseanyprivatedocumentswrittenby

inhabitantsofthisarea.

RecentlyaprivatediaryoftwentyvolumesbyMatasaburoKanagiya(1801-1866)wasdonatedtothe

HirosakiCityLibrary・Hewasarichmerchantoftheareaandwaseagertodescribeinhisdiarydetails

ofeventriflingepisodeswhichhappenedtohimandhisrelatives,aswellassomeeventswhichoccurred

inthearea.

Accordingtothediary,itisclearthatvariolaepidemicsprevailedeveryoneortwoyearsduringthe

periodandthatoneofthereasonswhytheHirosakifeudalclanwasverypassivetoacceptandpromote

Jennerianvaccinationagainsttheepidemicswasinexperiencedtechniqueofvaccinationofphysicians

whoengagedinthepractice.

（
め
め
）

ｍ
、



Asthediarywaswrittenbyamerchant,itisanimportanthistoricalmaterialtoelucidatethemedical

historyoftheTsugarudistrictintheperiodofabout30yearsfroml837throughl864.
寸
函
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寺
エ
）


